
してください。

に係るもの

に係るもの
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　「3万円未満（税込み）の課税仕入れ」及び「請求書等の交付を受けなかったことについ

て、やむを得ない理由があるとき」は、一定の事項が記載された帳簿の保存のみで仕入税額

控除が認められます。

≪区分記載請求書等保存方式における請求書等の範囲等≫

　区分記載請求書等保存方式における請求書等は、一定の事項が記載された次の書類です。

30



分

31



　ご質問のように軽減税率の対象となるものがない場合、「軽減対象資産の譲

渡等である旨」の記載は不要です。

32

　課税資産の譲渡等の対価の額（税込み）の記載があれば、結果として「税率ご

とに区分して合計した課税資産の譲渡等の対価の額」の記載があるものとなり、

「８％　０円」といった軽減対象資産の譲渡等の対価の額の合計額の記載は要し

ません。



33



なお、

・軽減対象資産の譲渡等である旨

・税率ごとに区分して合計した課税資産の譲渡等の対価の額（税込み）

などの記載が必要となります（P28参照）。

の適用を受ける

区分記載

72

34

免税事業者からの仕入れについても、仕入税額控除の適用を受けるためには、

・軽減対象資産の譲渡等である旨

・税率ごとに区分して合計した課税資産の譲渡等の対価の額

などの事項が記載された区分記載請求書等の保存が必要となります。

の適用を受け

る
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